
平成16年3月2日

障害者部会の審議事項について

1．審議事項

0．ライフステージ等に応じたサービス提供の在り方、ケアマネジメントの

在り方、雇用施策等との連携、財源の在り方等、支援費制度や精神保健福

祉施策など障害者施策の体率や制度の在り方に関する事項

0「精神保健及び精神障轟音福祉に関する法律Jの規定により本審議会の

権限に属された事項

0「心神喪失等の状態で重大な他苦行為を行った者の医療及び観察等に関

・する法律」の規定により本審・議会の権限に属された事項（処遇改善の請求

による審査に係る事項を除く）

2こ　当面のスケジュール

0・3月2日に開催。以後2週間仁1回程度のペースで開催を予定。

¢　当面、障害種別を超えた（三障害共通の）．障害者施策の体系や制度Ⅵ在り
＼

方にういて介護保険制度との関癌を含めて議論し、大きな方向性につし†て6
1

月を目途にとり事とめ。

b・障害種別ごとの個別の法律改正事項等は秋以降に議論。

（参考）これまでの審議事項●

0　平成15年度から実施される障害者福祉サービスの新たな制度（支援費制

度）の施行に向けた議論

0　「精神保健及び精神障害者福祉に関する法律」の規定により本審議会ゐ

・庵限に属された事項



障害者部会における検討状況のまとめ（部会長メモ）

障害者部会は、支援費制度の施行に向けた議論や精神保健福祉法の規定

により社会保障審議会の権娘に属された事項を扱うため設置され、平成13

年12月以降、現在まで4回の議論を行った。また、土の間、2つの分会に分

かれて専門的議論を行い、身体障害・知的障害分会は7回J精神障害分会は

11回にわたり検討を重ねてきた。

これらの検討の成果は、平成15年4月からの支援費制度の施行、平成

14年12月の報告書「今後の精神保健医療福祉施策についてJとしt結実し

たとこ・ろである。その後申草授章制度の施行状況を見ると、障害者の利用実

績が伸び七おり概ね円滑に施行されているものの、より畢定的かつ効車的な

制度蓮営に向けての諸課題も残されている。また、精神保健福祉施策につい

ては、医療が入院医療に偏り、碍祉サービスの提供が不十分布状況にあり、

上記報告書に示した改革申方向性に沿って、具体的な施策が推進される羊と

を強く期待する。

今後は、「障害者基本計画Jに示された「国民誰もが、社会の対等な構

成員として社会活動に参加、参固し、社会の一員としてその責任を分担する

畢生社会の実軌という基本的な考え方の下、ライフステージ等に応じたサ

ービス提供由在り方、ケラマネジメシトの直り方、雇用施策等との遠慮、財

源の在－り方等J支援費制度や精神保健福祉施策など障害・者施衰の体系や制度

について、法改正も含めた対応l±より真体的な施策が推進され皐ようi介護

保険部会でも議論されている介護保険制度との圃係を含鱒、更に積極的に検

討を進めていくべきである。
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